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1. はじめに 
我々は，多様なモバイル機器による複合現実感システム

の共通枠組の構築を目指しており，今回は以前提案した基

本アーキテクチャを見直し，改良を施した[1]． 
本稿では，再設計した新アーキテクチャに基づいて実装

した軽量クライアント・中量クライアントとサーバによる

モバイル複合現実感システムと，その妥当性を検証するた

めに行なった実験について述べる． 

2. クライアントとサーバの実装 
今回我々が提案する新アーキテクチャに基づいてサーバ

を実装し，携帯電話・PDA を用いてクライアントを作成し
た．また，新たに想定した分離型クライアントをネット

ワークカメラ(Network-Attached Camera; NAC)を用いて実装
した．各端末の具体的な機種と実装形態を表 1に示す．  
ここでは新アーキテクチャで導入した実装形態である中

量クライアントが行う処理の流れの具体例として PDA 
(Zaurus SL-6000W)を用いた場合について述べる．中量クラ
イアントでは，まず，(1)現実空間の画像を撮影，(2)撮影

されたカメラ画像を基に ARToolKit を用いてカメラの位置
姿勢を検出，(3)求めた位置姿勢をサーバに送信し，MR情
報の提示方法とコンテンツを受信，(4)カメラの位置姿勢

を用いて各コンテンツをレンダリング，(5)レンダリング

したコンテンツをカメラ画像に重畳し表示，という処理を

実行する． 
中量クライアントは位置姿勢の検出と MR 情報の生成を

自身で実行可能なため，上記(3)の処理でサーバから得ら

れるコンテンツを保持しておくことで 1 フレーム表示毎に
サーバと通信する必要がなくなり，リアルタイムでの MR
表示が可能となる．ただし，適当なタイミングで(3)の処

理を行い情報を更新する必要がある．SL-6000W では，

サーバ側でのコンテンツの更新状況を一定間隔で確認する

スレッドをバックグラウンドで実行することで，コンテン

ツの更新を実現している．その他の中量クライアントの処

理も同様であるが，FOMA SH901iC のみ，カメラデバイス
の制約からユーザの指示したタイミングでの撮像しかでき

ないため，静止画によるMR情報を提示する． 

3. 実験 
モバイル複合現実感システムの応用事例の一つである床

下配線サポートシステム[2]を新アーキテクチャに基づい

て実装することで設計の妥当性を検証した．さらに，新

アーキテクチャの機能である中量クライアントによるリア

ルタイム MR 表示について動作を確認した．SL-6000W に

よる床下配線の表示結果を図 1 に，分離型クライアントに

よる表示結果を図 2 に示す．その他のクライアントを用い

た場合にも同様の結果が得られた．これらの結果より，

我々が提案するモバイル複合現実感システムの新アーキテ

クチャの設計，及びリアルタイム MR 表示機能の設計・実
装が妥当であることが確認できた． 

4. むすび 
本稿では，我々の提案するモバイル複合現実感システム

の新アーキテクチャを基に床下配線サポートシステムを実

装し，このアーキテクチャの妥当性を検証した．今後は，

アーキテクチャの更なる見直しと他のアプリケーションで

の実装を進め，さらに多種多様な機能・性能をもつ機器に

対応可能な枠組として発展させていく． 
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表 1 使用端末とその実装形態 

端末分類 機種 実装形態 カメラデバイス 位置検出機構 通信方式 

PC Dell Precision 450(Redhat9 / Tomcat5.5) サーバ - ARToolKit  
携帯電話 NTT DoCoMo FOMA N900i 軽量クライアント 内蔵カメラ - 携帯電話網

携帯電話 NTT DoCoMo FOMA SH901iC 中量クライアント 内蔵カメラ ARToolKit 携帯電話網

PDA SHARP Zaurus SL-C760 軽量クライアント SHARP CE-AG06 - 無線 LAN 
PDA SHARP Zaurus SL-6000W 中量クライアント SHARP CE-AG06 ARToolKit 無線 LAN 
PDA Hewlett-Packard iPAQ h5550 中量クライアント LifeView FlyCAM-CF ARToolKit 無線 LAN 
NAC + PC Canon VB-C10 + Dell Dimension 8300 中量クライアント（分離型） Canon VB-C10 内部エンコーダ LAN 

 

図 2 分離型クライアントによる表示図 1 床下配線表示
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